
はじめに

島根県西部におけるばいかご漁業はエッチュウ

バイ Buccinum striatissimun を主な漁獲対象とし，

小型底びき網漁業の休漁期の漁業として６～８月

に操業されている．ばいかご漁業の主漁場は島根

県西部沖の水深180 ～ 200m の水域であり，平成

21年現在で５経営体が操業している．

ばいかご漁業により漁獲されたエッチュウバ

イは島根県西部の市場ではサイズにより５段階

の銘柄（豆・小・中・大・特大）に選別されて

出荷されている．ばいかご漁業では１航海で数

百キロのエッチュウバイが水揚げされるが，選

別作業では，水揚げされたエッチュウバイをト

ロ箱に開け人の手で貝を１個ずつ銘柄別に分け

ている（図１）．作業は船員およびその家族によ

り行われているが，５～６人で１～２時間程度

を要し，労力的負担は大きい．また，エッチュ

ウバイの操業時期は夏季の高温時であり，選別

時に貝が長時間外気に曝されることによる活力・

鮮度の低下が懸念される．

これらのことから，エッチュウバイ選別作業の

迅速化と省力化を目的に選別機の試作と現場への

普及を試みたので報告する．

材料と方法

基準となるエッチュウバイの規格　選別の基準

となるエッチュウバイの各銘柄のサイズ（殻高）

については，表１に示す数値を採用した．これは

島根県浜田水産事務所より提案された規格であ

り，各市場で用いている各銘柄のサイズはこれに

準じたものとなっている．

選別機の設計　選別機は低コストで作成できる

ようできるだけ単純な構造を採用した．選別機の

基本原理は，隙間を空けて並べた回転ローラーを
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図１．エッチュウバイの選別作業（JFしまね久手市場）
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並べてふるいとし，各ローラーの直径を段階的に

変えることにより，隙間から落下する貝がサイズ

別に選別されるものとした（図２）．ふるい部分

の設計においては，為石ら１）によるエッチュウ

バイの殻高 - 殻幅関係式から各銘柄の境界にあた

る殻幅を推定し，それを基本に各銘柄に対応した

ローラー隙間間隔を設定してそれに応じた径の

ローラーを採用した．その他，ローラーの勾配や

回転数などの設定は試行錯誤を繰り返し最適な選

別ができるよう試作機を作成した．

試作機による室内試験　まず室内試験により選

別機の性能を確認した．室内試験においては，JF
しまね久手市場で購入したエッチュウバイ各銘柄60

個の殻高を計測し，それらを混合し選別機で選別し

た．選別された各銘柄のエッチュウバイの殻高を測

定し，人手により選別されたサイズと比較した．

実証試験　室内試験により性能が確認されたた

め，市場で実際に試作機を持ち込み，選別機の性

能，作業性，作業効率および耐久性について検証

した．実証試験では，平成19年６月～８月の間，

ばいかご漁業を営む JF しまね和江支所所属の海

新丸に選別機の使用を依頼した．実証試験では，

大量のエッチュウバイを処理するための効率的な

作業手順について検討した．作業効率を調べるた

め選別作業に要する時間の計測の他，選別精度を

確かめるため選別機で選別された各銘柄60個の

エッチュウバイについて殻高を測定し，同時期

に JF しまね久手市場で購入したエッチュウバイ

の殻高組成と比較した．さらに試験終了後，漁業

者および漁協販売担当者に選別機使用の感想につ

いて聞き取りを行った．また販売データからエッ

チュウバイの単価を調べ，選別機により選別され

たエッチュウバイの評価について検証した．

結　　果

選別機の仕様　作成した試作機の構造図を図３

に，作成した選別機と作業風景を図４にそれぞれ

示す．ふるい部分のローラーの長さは2.5ｍ，本数

は12本とし，9.0°の勾配をつけて同方向に回転さ

せることにより貝を送る仕組みとした．各ローラー

の径を上から５段階で細くしていくことにより，

隙間間隔が順に拡がり，サイズの小さな貝から順

に落下するよう設計した．各銘柄の貝に対応する

ローラーの隙間間隔やローラー径の設計値は表２

に示した．ローラーの材質は耐磨耗性に優れたソ

リジュール樹脂を採用した．ローラーを回転させ

る動力は0.4KW（AC100V）のモーターを用い，動

力はベルトとギアで減速した後チェー ンとスプロ

ケットで各ローラーに伝達する仕組みとした．選

別機のフレーム等の基本部分は鉄材を使用した．
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図４．エッチュウバイ選別機（試作機）　全体（A），駆動部（B），ふるい部分（C），実証試験における作業風景（D）
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室内試験の結果　市場で購入した各銘柄のエッ

チュウバイと，室内試験において選別機により選

別されたエッチュウバイの殻高の組成を図５に，各

銘柄の殻高の平均値と標準偏差を表３にそれぞれ示

す．また選別精度の尺度として，選別された各銘柄

の貝のうち表１に示した本来の銘柄サイズに合致し

ている個数の割合を図６ に示す．選別機では人手

による選別に比較してばらつきが見られるものの，

人手による選別に準ずる選別精度が得られた．

実証試験の結果　

１．作業手順

作業手順は下記のとおりである．（作業は通常

４～５名で行う．図４（D）参照）

（1）漁獲されたエッチュウバイは網袋（約

10kg）に入れて冷海水を満たした大水槽に入れ

ておく．

（2）選別機の下にはプラスチック水槽を並べ，

水槽には冷海水を満たす．水槽にはカゴを入れて

おく．

（3）選別機の電源を入れ，大水槽から１袋ずつ

貝を出し，選別機上部の受け皿に貝をあけ，選別

機のふるい部分に少しずつ落としてゆく．

（4）回転するローラーの隙間から落下したバイ

は銘柄別に斜路から水槽のカゴに落ちる．カゴに

は作業員が付き，ある程度貝がカゴに貯まった段

階で貝を銘柄別のトロ箱に移す．明らかに規格か

ら外れた貝があれば，カゴに入った時点もしくは

トロ箱に移す時点で取り除く．

（5）選別が完了すると，バイを殺菌海水で洗浄

した後トロ箱に詰め，氷を入れて出荷する．

２．作業効率

ばいかご漁業における１航海の平均的な漁獲量

約500kg を選別するのに，従来は５～６名で約１

時間30分を要していたが，選別機の使用により

30分以内で選別が完了できることが分かった．ま

た，選別機では貝は選別と同時に冷海水に投入さ

れるため，効率的な鮮度保持が図られた．

３．選別精度

実証試験における各銘柄の殻高組成を図７に，

各銘柄の殻高の平均値と標準偏差を表４にそれぞ

れ示す．また，選別された各銘柄の貝のうち本来

の銘柄サイズに合致している個数の割合を図８に

示す．選別機では少数だが規格から大きく外れた

ものが混じる．しかし，作業手順の項で示したと

おり，実証試験では規格外のものが選別機から出

てきた時点で作業員が人手でそれを除去すること

で，人手で行った場合と遜色ない精度で選別を可

能とすることができた．

４．耐久性

実証試験においては，３ヶ月間で37航海分，約

19 トンのバイを選別機で処理したが，ローラー・

44 向井哲也



駆動部などに目立った摩耗や損傷は見られなかっ

た．３ヶ月中の不具合は電源ケーブルの接触不良

のみであり，耐久性に問題はないと考えられた．

５．聞き取り調査結果と品質の評価

漁業者からは選別機使用により選別作業が早く

終わるということで良い評価が得られた．特に「漁

獲量の多い場合は効率的」との意見があった．ま

た，「人手による選別では選別時に貝を投げてい

たが，選別機の使用により殻の破損が少なくなっ

た」とのことであった．

販売担当者によると，試験開始当初，仲買業者か

ら「小銘柄のサイズがこれまでより大きい」という

声が聞かれたが，以後は特に意見や苦情はないとの

ことであった．表５に平成19年の JF しまね大田支

所の和江市場および隣接する久手市場のエッチュウ

バイの各銘柄の単価を示す．和江市場は選別機使用

の１漁業者のみであり，久手市場は人手による選別

をしている３漁業者の平均単価である．和江市場の

各銘柄の単価は，久手市場と比較して同等以上を維

持しており，選別機使用による品質的な問題はなく，

価格の向上に寄与した可能性もある．

考　　察

実証試験の結果から，選別機により選別された

各銘柄のエッチュウバイのサイズは人手による選

別とほとんど変わりがなく，品質的にも問題が無

いことが明らかになった．そして作業時間につ

いては人手による選別の１／３程度に短縮が可能で

あった．試作機は１漁期の連続使用においても耐久

性に問題は発生せず，駆動部の給油などのメンテナ

ンスを適正に行うことで現場での長期間使用が可能

である．この選別機の普及によりエッチュウバイ選

別作業は大きく迅速化されると考えられる．

本機は機体をステンレス材（ローラー部分はソ

リジュール樹脂）で作成するとおよそ50万円程

度の制作費が見込まれる．製作工程の中では，ロー

ラー部分の作成過程が複雑であるため多くの経費

が必要となる．機械の普及については水揚げ港の

集約化などにより，選別機を複数の経営体で使用

するなどの工夫も必要と思われる．
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